
霞霞ケケ浦浦のの水水ののよよごごれれ    
                                年 組  番 

                          名前 
昔の霞ケ浦は水がきれいで、水あそびを楽しむ人々がたくさんいました。 ところが、

だんだんと水質がわるくなり、水あそびを楽しむ人の姿は見られなくなってきました。 

湖の水質の悪化は、霞ケ浦だけでなく、世界の多くの湖が抱えている問題です。この大き

な問題を解決するために、いろいろな分野で、たくさんの人々が努力をしています。 

用語
よ う ご

の説明
せつめい

 

ＣＯＤ（化学的
かがくてき

酸素
さ ん そ

要 求 量
ようきゅうりょう

）  

湖
みずうみ

や海の水のよごれぐあいを表す水質
すいしつ

のものさしです。数字が大きいほど、水がよ

ごれていることを表します。 

＊正確
せいかく

には、水中の有機物
ゆうきぶつ

を薬品
やくひん

で酸化
さんか

するために必要
ひつよう

とする酸
さん

素量
そりょう

で示
しめ

したもので

ある 

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）  

川の水のよごれぐあいを表す水質
すいしつ

の代 表 的
だいひょうてき

なものさしです。数字が大きいほど、水が

よごれていることを表します。 

＊正確
せいかく

には水中の有機物
ゆうきぶつ

を微生物
びせいぶつ

で酸化
さんか

するために必要
ひつよう

とする酸
さん

素量
そりょう

で示
しめ

したもの 

透明度
とうめいど

・透視度
と う し ど

  
水のすみぐあいを表すものさしです。 

透明度
とうめいど

は、直 径
ちょっけい

 30cm の白い板(セッキ板といいます。)を水中にしずめていき、見え

なくなった時の深さと、さらに白い板を沈め、今度は少しずつ引き上げ、見えた時の深さ

の平均
へいきん

で示
しめ

します。おもに湖や沼で使われます。 

透視度
と う し ど

は、シリンダーに 十
じゅう

字
じ

(二重
にじゅう

線
せん

)の白い小さな板を沈め、水をぬきながらこの

二重
にじゅう

線
せん

がわかるようになったときの深さで示します。おもに川で使われます。透明度
とうめいど

も

透
とう

視度
し ど

も数字が大きいほど、水はきれいであるといえます。 

㎎/Ｌ (ミリグラムパーリットル）  

濃
こ

さを表す単位
たんい

の一つです。水のよごれの場合、水 1Ｌの中に 1ｍｇの物質
ぶっしつ

が溶けてい

る場合を１㎎/Ｌといいます。 
 

現在の霞ケ浦の水質 

湖
みずうみ

の水のよごれ具合
ぐ あ い

は、おもにＣＯＤ

(化学的
かがくてき

酸素
さ ん そ

要 求 量
ようきゅうりょう

)という値
あたい

や、透明度

（水がどのくらいすき通っているか)などに

よって表
あらわ

されます。 



図 1は、霞ケ浦の水質
すいしつ

（ＣＯＤ）の変化
へ ん か

を年ごとに表
あらわ

したグラフです。昭

和 30年代(1955 年ごろまで)は、ＣＯＤが４～５ｍｇ/Ｌ(ミリグラム毎リット

ル)くらいだったとみられ、わりときれいな水でした。しかし、昭和 40年代

に入ってからは値
あたい

が高
たか

くなり、水質
すいしつ

は少しずつわるくなりはじめました。昭

和 40年代前半(1970 年ごろ)は、産業
さんぎょう

がめざましく発達
はったつ

し、私たちの生活
せいかつ

が豊
ゆた

かになったころです。その後、霞ケ浦で養殖
ようしょく

しているコイが大量
たいりょう

に死にま

した(昭和 48 年)。ＣＯＤの値は 10ｍｇ/Ｌをこえ(昭和 53、54 年)、霞ケ浦の

水質
すいしつ

はとてもわるくなってしまいました。 その後、さまざまな水をきれい

にする取り組みが行われ、平成３年度(1991 年度)にはＣＯＤの値で 6.8ｍｇ/

Ｌまで下がり、水質
すいしつ

は、少しずつよくなりました。しかし最近
さいきん

は、よくなっ

たりわるくなったりをくりかえしています。 

 

 

 図２は、霞ケ浦の透明度
とうめいど

を表
あらわ

したものです。透明度
とうめいど

は、植物
しょくぶつ

プランクトンやどろのような水にとけないもの

がまじっていると低
ひく

くなります。平成元年(1989 年)ごろ

までは、湖心
こ し ん

(湖の中央部
ちゅうおうぶ

)の透明度
とうめいど

は約１ｍありました。

しかしその後は、約 40cm となり半分以下にまで低
ひく

くなってしまいました。し

かし最近
さいきん

の透明度
め い ど

は、少しよくなっています。 

 



富
ふ

栄養化
えいようか

のしくみ たくさんの窒素
ち っ そ

やリンなどの栄養
えいよう

が川から 湖
みずうみ

に流れ

こむと、その栄養
えいよう

をもとにして植物
しょくぶつ

プランクトンが大発生
だいはっせい

します。このよう

に、チッソやリンなどの栄養
えいよう

が多くなり、植物
しょくぶつ

プランクトンがふえることを

「富
ふ

栄養化
えいようか

」といいます。さらに、植物
しょくぶつ

プランクトンは、チッソやりんなど

の栄養
えいよう

を使って有機物
ゆうきぶつ

（よごれのもと）を作ります。植物
しょくぶつ

プランクトンがふ

えると、湖の中の有機物
ゆうきぶつ

（よごれのもと）もふえます。そのため、ＣＯＤの値
あたい

も大きくなり、湖
こ

がよごれてしまうということにつながるのです。

 

窒素
ち っ そ

とりんそれでは、霞ケ浦に流れこむチッソやリンなどの栄養
えいよう

は、いっ

たいどこからやってくるのでしようか。これらのもとには、大きく分けて２

つあります。１つは、たくさんの窒素
ち っ そ

やりんをふくむ水で、私たちの家庭
か て い

か

ら出るよごれた水、工場などから出てくるよごれた水、牛・ぶたどのふんや

にょうなどから出てくるよごれた水です。もう１つは、雨によって水田や畑

から流れ出る水、森林から流れ出る水、市街地
し が い ち

から流れ出る水です。その他、

湖の底
そこ

につもっているどろからも窒素
ち っ そ

やりんなどの栄養がたくさんとけ出し

ているといわれています。下の図は、窒素
ち っ そ

やりんなどの栄養
えいよう

がどこから発生
はっせい

す

るかを表
あらわ

しています。

太陽 



 

下のグラフを見ると、窒素
ち っ そ

やリンなどの栄養
えいよう

が、私たちの家庭
か て い

や工場、水

田や畑などあらゆる場所から霞ケ浦に流れこみ富
ふ

栄養化
えいようか

をおこし、霞ケ浦を

よごす大きな理由
り ゆ う

になっていることがわかります。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ その他学習資料 霞ケ浦環境科学センター・霞ヶ浦河川事務所・ 


